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特 集  基礎と臨床から炎症性腸疾患を診る

は　じ　め　に

　腸内細菌は1,000種類以上，100兆個

存在し，その遺伝子の数は宿主である

われわれの100倍以上であり，「忘れら

れた臓器」とも呼ばれている1)-5)。何ら

かの原因で，この腸内細菌の構成菌種

に偏りがみられる現象をdysbiosisと呼

び，近年，炎症性腸疾患(inflammatory 

bowel syndrome：IBD)をはじめアレル

ギー疾患やメタボリックシンドローム，

悪性腫瘍，精神疾患など，さまざまな

疾患との関連が注目されている6)。な

かでもIBDは腸内細菌をターゲットと

した新規治療薬が開発進行中であり5)，

腸内細菌を理解することは疾患の病態

のみならず治療においても必要不可欠

となった5)-7)。本稿では，IBDの病態

における腸内細菌の関与について，最

新の知見を交えて概説する。

Ⅰ．�IBDでみられるdysbiosis
と多様性の低下

　腸内細菌の検出法の進歩はめざま

しく，現在は細菌ゲノム検出法(16S 

rRNAや全ゲノムシークエンス)が主

流となり，培養法では検出できない

細菌の検出もできるようになった5)6)。

DysbiosisはIBD患者の腸管で初めて

指摘され，さまざまな疾患で特有の変

化が報告されている4)8)-10)。一般に腸内

細菌叢には，炎症を引き起こす可能性

のある「潜在的病原性細菌」と，防御的

免疫応答を誘導する「潜在的有益細菌」

が含まれ，均衡を保っている1)11)。表に

示したように，IBDでは病原性細菌の

代表であるProteobacteria門(特に大腸

菌およびKlebsiella属を含む腸内細菌

科)とFusobacteria門の割合の増加が特

徴的である。また，有益細菌である
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